
協会ニュース 

「自治体担当者のための都市環境エネルギーセミナー2017」開催報告 
業務委員会 

当協会の業務委員会では、（一社）日本熱供給事業協会との共催で、『自治体担当者のための

都市環境エネルギーセミナー2017』を、平成 29 年 10 月 31 日（火）、東京ガス株式会社本社

2階ホールにて開催し、自治体担当者さまを中心に 197 名のお客さまに参加頂きました。 

昨年に続き第２回目となる今回のセミナーでは、芝浦工業大学の村上公哉教授をコーディ

ネーターにお迎えし、都心部・衛星都市・地方都市それぞれの行政環境に応じて、地域エ

ネルギーシステムを活用した行政サービスが三者三様に展開されている、東京都豊島区さ

ま、東京都武蔵野市さま、島根県米子市さまに御登壇頂きました。また、総務省 地域力

創造グループ地域政策課さまには、自治体が主導的あるいは側面支援的に分散型エネルギ

ーインフラを構築する際の後押しとなる、同省の施策についてご紹介を頂きました。 

地域エネルギーシステムの効果を、大きく「大都市」と「地方都市」に分けて考えた場

合、大都市では低炭素化やレジリエンス強化による都市魅力・都市間競争力の向上、地方

都市では地域経済の活性化・エネルギーの地産地消化による経済流出の回避、などが期待

されます。当協会では、大都市だけではなく、地方都市においても地域エネルギーシステ

ムの構築が実現するよう、今後も引き続き尽力したいと考えております。 

 

■基調講演 

「地域エネルギー事業における自治体の役割」 

芝浦工業大学 建築学部 教授 村上 公哉 

■事例発表 

① ｢池袋のまちづくりと新庁舎建設における地域熱供給の意義」 

豊島区 都市整備部 交通・基盤担当課長 原島 克典 

②「地域の強靭化に資する地域エネルギー供給拠点としての清掃工    

場整備」 

武蔵野市 環境部クリーンセンター 新クリーンセンター建設担当 主査 神谷 淳一 

③「米子市における地域新電力と熱供給の官民連携推進について」 

米子市 経済部 経済戦略課 産業開拓室 室長 鵜篭 博紀 

■関連政策情報 

「分散型エネルギーインフラプロジェクトについて」 

総務省 地域力創造グループ 地域政策課 理事官 泉水 克規 

■ディスカッション①～③ 

「自治体が目指す都市像・地域像と地域エネルギー事業」 

司会：芝浦工業大学 教授 村上 公哉 

■4者ディスカッション 

「地域エネルギー事業における自治体の役割」 

司会：芝浦工業大学 教授 村上 公哉 

パネラー：原島 克典（豊島区）、神谷 淳一（武蔵野市）、鵜篭 博紀（米子市） 

 

自治体担当者のためのセミナー 


